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みんなのひろば

News　Flash

農作業ファイル

情報プラザ

■わがやのアイドル ほか
■読者のギャラリー ほか
■地元農産物の魅力をPR 食と農の大商談会に参加しました ほか
■収穫祭・秋まつりが各地で開催 地元住民で賑わい見せる ほか
■深伊沢支店で起工式を開催しました ほか
■バルーンフェスへ出張販売 地元農産物をPR ほか
■農作業委託事業料金のお知らせ（水稲） ほか
■農業経営の取り組みについて ほか
■農機・自動車・生活感謝祭 ほか
■第23回 支店運営委員長会議を開催 ほか
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　  

代
表
理
事
組
合
長
　
谷
口
　
俊
二

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
31
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
、
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
各
事
業
も

順
調
に
進
捗
し
て
お
り
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
お
力
添
え
の
賜
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
30
年
度
の
経
済
状
況
と
し
ま
し
て
は
、
極
端
な
天
候
不
順
や
自
然
災
害
に
よ
り
景
気
が
下
押
し
さ
れ
た
も
の

の
、
一
時
的
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
開
発
や
訪
日
外

国
人
需
要
の
拡
大
に
よ
り
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
が
続
き
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
を
辿
り
ま
し
た
。

農
業
情
勢
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
０
１
９
年
の
日
米
物
品
貿
易
協
定
の
交
渉
を
控
え
、
２
０
１
７
年
に
大
筋
合
意
さ
れ
た

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
」
は
、
２
０
１
８
年
12
月
30
日
に
発
効
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
関
税
が
撤
廃
・
削
減
さ
れ

た
農
産
物
の
輸
入
増
加
が
予
想
さ
れ
、
国
内
農
業
へ
の
影
響
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
政
府
は
農
協
改
革
を
主
導
し
、
自
己
改
革
の
実
施
を
強
く
求
め
る
農
協
改
革
集
中
推
進
期
間
を
平
成

31
年
５
月
末
と
定
め
、
准
組
合
員
の
事
業
利
用
規
制
の
あ
り
方
の
結
論
を
出
す
「
改
正
農
協
法
５
年
後
検
討
条
項
」
の
期
限

（
平
成
33
年
３
月
末
）
の
２
つ
の
期
限
が
控
え
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
自
己
改
革
の
着
実
な
実
践
と
加
速
化
、
成
果
の

積
上
げ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
当
組
合
は
自
己
改
革
の
重
点
目
標
と
す
る
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」

「
地
域
の
活
性
化
」
の
実
現
に
向
け
、
営
農
振
興
基
金
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
総
合
支
援
策
を
実
施
し
、
多
様
な
担
い
手
の
育

成
・
支
援
に
取
組
む
と
と
も
に
、
農
作
業
請
負
や
農
機
レ
ン
タ
ル
、
子
会
社
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
農
業
経
営
な
ど
様
々
な

施
策
を
通
じ
て
、
地
域
農
業
の
振
興
に
向
け
て
力
を
入
れ
て
参
り
ま
し
た
。

本
年
も
、
当
Ｊ
Ａ
の
基
本
理
念
の
も
と
、「
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
」・「
組
合
員
や
地
域
へ
の
貢
献
」・「
Ｊ
Ａ
経
営
の
基
盤

強
化
」
の
３
つ
を
柱
と
す
る
基
本
方
針
を
掲
げ
て
事
業
に
取
組
み
、
将
来
に
わ
た
っ
て
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
の
ご
期
待
に

沿
っ
た
Ｊ
Ａ
運
営
に
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
Ｊ
Ａ
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加

と
、
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
皆
様
方
に
と
っ
て
希
望
に
満
ち
、
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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年の鈴鹿農協の出来事
【
平
成
7
年
】

国
内
経
済
は
、
円
高
の
影
響
に
よ

り
、
輸
出
の
鈍
化
、
生
産
拠
点
の
海

外
移
転
及
び
、
設
備
投
資
・
雇
用
の

抑
制
な
ど
か
ら
民
間
内
需
が
伸
び
悩

み
ま
し
た
が
、
下
期
は
一
転
し
て
、

円
安
と
な
り
、
景
気
回
復
感
が
高
ま

り
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
景
気
の

低
迷
が
続
き
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
大
幅
な
規
制
緩
和
と
市
場
原
理

導
入
に
よ
る
新
食
糧
法
の
施
行
、
輸

入
農
畜
産
物
の
増
大
、
需
給
不
均
衡

に
よ
る
販
売
価
格
の
低
迷
に
加
え
、

過
剰
米
在
庫
に
よ
る
減
反
強
化
な
ど

益
々
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
地
域
農

業
の
復
興
、
農
業
基
盤
の
強
化
を
は

か
る
た
め
、
農
作
業
受
託
者
、
中
核

農
業
者
な
ど
の
担
い
手
農
家
の
育
成

と
農
地
の
集
積
に
取
組
み
、
農
業
の

維
持
・
発
展
に
努
め
ま
し
た
。

金
融
事
業
は
、
金
融
機
関
競
争
が

激
化
し
、
不
良
債
権
問
題
に
よ
る
金

融
不
安
が
波
及
し
ま
し
た
が
、
地
域

に
密
着
し
た
記
入
機
関
と
し
て
、
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
給
与
振

込
・
年
金
振
込
を
中
心
に
安
定
し
た

資
金
確
保
に
取
組
み
ま
し
た
。

▲ 全自動野菜苗移植機の実演会

▲ 水稲青空教室

【
平
成
19
年
】

国
内
経
済
は
、
穏
や
か
な
回
復
基

調
を
辿
る
中
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー

ン
問
題
や
米
国
景
気
の
減
速
、
原
油

価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
景
気
の
先
行

き
に
警
戒
感
が
強
ま
り
、
年
金
問
題

や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
、
国

民
生
活
に
関
わ
る
大
き
な
課
題
に
直

面
し
ま
し
た
。

農
業
情
勢
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ

農
業
交
渉
や
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
の
行

方
が
国
内
農
業
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
懸
念
が
高
ま
る
中
、「
食
の
安

全
・
安
心
」
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
り
、
信
頼
さ
れ
る
農
畜
産
物
の

安
定
・
持
続
的
生
産
に
期
待
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
地
域
農

業
活
性
化
の
た
め
営
農
組
合
の
設
立

支
援
や
、
営
農
指
導
と
農
畜
産
物
販

売
体
制
の
確
立
に
取
組
み
ま
し
た
。

金
融
事
業
は
、
地
域
に
密
着
し
た

金
融
機
関
と
し
て
、
き
め
の
細
か
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
利
便
性
の
向
上

に
取
組
み
ま
し
た
。

皆
様
方
の
ご
期
待
に
添
う
サ
ー
ビ

ス
の
提
案
を
心
掛
け
、
つ
い
に
貯
金

残
高
は
３
、
０
０
０
億
円
を
突
破
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲ 果菜彩ふれあい農園

▲ 第34回 のうきょうまつり

2019.1月号
JAの出来事3



Ⅰ
多
彩
な
農
業
の
更
な
る
拡
大
に
向
け
た

取
組
み
の
実
践
に
関
す
る
決
議

1

　

Ｊ
Ａ
は
多
彩
な
農
業
の
更
な
る
拡
大

と
農
業
者
の
所
得
増
大
に
向
け
て
「
地

位
農
業
振
興
計
画
」
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
担
い
手
経
営
体
・
中
核
的
担
い

手
・
多
様
な
担
い
手
が
、
効
率
的
・
安

定
的
に
農
業
経
営
を
継
続
で
き
る
よ

う
、
担
い
手
の
経
営
課
題
や
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
、
販
売
・
購
買
事
業
の
強
化
を

は
じ
め
と
す
る
総
合
事
業
に
よ
る
支
援

等
に
取
組
み
ま
す
。

2　
中
央
会
・
連
合
会
は
、
Ｊ
Ａ
の
「
地

域
農
業
振
興
計
画
」
の
実
践
を
後
押
し

す
る
た
め
、
実
需
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
生
産
・
販
売
の
事
業
提
案
、
担
い
手

に
出
向
く
・
出
迎
え
る
活
動
の
支
援
、

営
農
指
導
員
等
の
人
材
育
成
等
、
Ｊ
Ａ

の
取
組
に
応
じ
た
個
別
支
援
を
強
化
し

ま
す
。

3　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
三
重
、
組
合
員
の
持

続
的
な
営
農
を
実
現
す
る
た
め
、
農
畜

産
物
貿
易
交
渉
や
農
協
改
革
、
農
業
振

興
等
の
農
政
問
題
に
関
し
て
、
生
産
現

場
・
組
合
員
の
意
見
・
要
望
を
積
み
上

げ
、
担
い
手
の
確
保
・
支
援
・
経
営
所

得
安
定
対
策
や
日
本
型
直
接
支
払
制
度

の
拡
充
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
等
、

基
本
農
政
を
確
立
す
る
運
動
を
展
開
し

ま
す
。

Ⅱ
連
携
に
よ
る
元
気
な
地
域
づ
く
り
へ
の

貢
献
に
関
す
る
決
議

1　
Ｊ
Ａ
は
、
地
域
に
密
着
し
た
拠
点

で
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
機
能
の
一
翼
を
担

い
、
組
合
員
・
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
事
業
を
展
開
・
伸
長
さ
せ
る
こ

と
で
、
地
域
に
貢
献
し
ま
す
。

2　
Ｊ
Ａ
は
、
Ｊ
Ａ
運
動
を
展
開
す
る
こ

と
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
貢
献
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
組
合
員
組
織
活
動
を
活
性
化

す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
・
地
域
住

民
・
Ｊ
Ａ
が
交
流
で
き
る
食
農
教
育
活

Ⅳ
自
己
改
革
を
支
え
る
経
営
基
盤
の
確
立

に
関
す
る
決
議

1　
Ｊ
Ａ
は
、
安
定
し
た
経
営
基
盤
の
確

立
に
必
要
な
利
益
確
保
の
た
め
、
中
期

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
目
標
利
益
を
設

定
し
、
多
彩
な
農
業
の
拡
大
に
よ
る
営

農
経
済
事
業
の
伸
長
と
す
べ
て
の
事
業

の
効
率
化
に
よ
る
目
標
利
益
の
達
成
に

向
け
、
戦
略
策
定
・
実
践
・
進
捗
管
理

に
取
組
み
ま
す
。 

　
　
ま
た
、
自
己
改
革
の
取
組
施
策
に
つ

い
て
は
、
中
期
計
画
・
事
業
計
画
に
反

映
し
、
着
実
に
実
践
し
ま
す
。 

　
　
連
合
会
・
中
央
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
領
域
を
踏
ま
え
連
携
し
つ
つ
、
Ｊ

Ａ
の
中
期
計
画
策
定
、
実
施
具
体
策
の

提
案
等
、
計
画
達
成
に
向
け
た
総
合
的

な
支
援
を
実
施
し
ま
す
。 

2　
Ｊ
Ａ
は
、
法
令
等
遵
守
の
徹
底
や
よ

り
健
全
性
の
高
い
経
営
を
確
保
す
る
た

め
、「
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
」

を
策
定
し
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
各

部
門
に
お
け
る
内
部
統
制
の
整
備
と
適

切
な
運
用
を
図
る
と
と
も
に
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
強
化
、
内
部
監
査
・
監
事
監
査

の
さ
ら
な
る
機
能
発
揮
に
努
め
ま
す
。 

3　
Ｊ
Ａ
は
、
組
合
員
が
安
心
し
て
農
業

を
続
け
、
生
活
で
き
る
営
農
生
活
基
盤

の
維
持
・
発
展
と
組
合
員
か
ら
信
頼
さ

れ
る
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
・

強
化
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
間
連
携
や
連
合
会

と
の
共
同
事
業
の
実
施
等
の
組
織
整
備

を
進
め
ま
す
。

動
や
観
光
事
業
等
を
活
用
し
た
企
画
を

通
じ
て
、
Ｊ
Ａ
の
理
解
と
フ
ァ
ン
づ
く

り
に
つ
な
が
る
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

3　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
三
重
は
、
地
方
公
共

団
体
や
共
同
組
合
、
農
林
漁
商
工
業
団

体
、
地
域
運
営
組
織
等
、
多
様
な
組
織

と
連
携
し
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解

決
に
取
組
み
ま
す
。

Ⅲ
組
合
員
と
の
関
係
強
化
に
よ
る

　
「
わ
が
Ｊ
Ａ
」
意
識
の
醸
成
と

　
向
上
に
関
す
る
決
議

1　
Ｊ
Ａ
は
、
組
合
員
の
意
見
・
要
望
を

聴
き
応
え
る
取
組
を
基
本
と
し
、
組
合

員
か
ら
評
価
さ
れ
る
事
業
・
活
動
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
の
意
思
反

映
や
運
営
参
画
の
仕
組
み
を
構
築
し
、

正
・
准
組
合
員
数
の
維
持
・
拡
大
に
取

組
み
ま
す
。 

2　
Ｊ
Ａ
は
、
組
合
員
と
日
常
的
に
対
話

し
、
組
合
員
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
行

動
し
、
組
合
員
の
く
ら
し
に
寄
り
添

い
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

職
員
の
人
材
育
成
に
取
組
み
ま
す
。 

　
　
ま
た
、
組
合
員
の
学
び
の
場
づ
く
り

や
次
世
代
組
合
員
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に

取
組
み
ま
す
。 

3　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
三
重
は
、「
食
」

「
農
」「
Ｊ
Ａ
」
が
持
つ
価
値
や
「
Ｊ
Ａ

自
己
改
革
」
の
取
組
実
績
、
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
、
組
合
員
や
地
域
住
民
に

伝
え
る
・
伝
わ
る
広
報
活
動
を
展
開

し
、「
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
」
と

し
て
認
知
さ
れ
、
事
業
利
用
・
活
動
参

加
に
つ
な
が
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

　JAグループ三重は11月29日、津市で第43回 JA三重大会が開催され、三重県下11JAの役職員・生産部会
代表者・女性部員代表者等約800名が出席しました。厳しい農業情勢の中、向こう3ヵ年では「多彩な農
業」と「元気な地域」の未来を創るため、組合員との関係強化を基点として、営農経済事業の伸長とすべて
の事業の効率化」と「組合員の協同活動への参加とJA事業利用の促進」を重要テーマとし、取組んでいく
ことを確認しました。
　今月は、JA三重大会で決議したJAグループの今後の取り組み方針をご報告します。

　JAグループ三重は11月29日、津市で第43回 JA三重大会を開催し、三重県下11JAの役職員・生産部会代
表者・女性部員代表者等約800名が出席しました。厳しい農業情勢の中、向こう3ヵ年では「多彩な農業」
と「元気な地域」の未来を創るため、組合員との関係強化を基点として、営農経済事業の伸長とすべての事
業の効率化」と「組合員の協同活動への参加とJA事業利用の促進」を重要テーマとし、取組んでいくこと
を確認しました。
　今月は、JA三重大会で決議したJAグループの今後の取組み方針をご報告します。

今後の取組み方針JAグループ

谷口大会運営委員長 挨拶の様子谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大谷口大会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営会運営委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長委員長 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子の様子谷口大会運営委員長 挨拶の様子
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Ⅰ
多
彩
な
農
業
の
更
な
る
拡
大
に
向
け
た

取
組
み
の
実
践
に
関
す
る
決
議

1

　

Ｊ
Ａ
は
多
彩
な
農
業
の
更
な
る
拡
大

と
農
業
者
の
所
得
増
大
に
向
け
て
「
地

位
農
業
振
興
計
画
」
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
担
い
手
経
営
体
・
中
核
的
担
い

手
・
多
様
な
担
い
手
が
、
効
率
的
・
安

定
的
に
農
業
経
営
を
継
続
で
き
る
よ

う
、
担
い
手
の
経
営
課
題
や
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
、
販
売
・
購
買
事
業
の
強
化
を

は
じ
め
と
す
る
総
合
事
業
に
よ
る
支
援

等
に
取
組
み
ま
す
。

2　
中
央
会
・
連
合
会
は
、
Ｊ
Ａ
の
「
地

域
農
業
振
興
計
画
」
の
実
践
を
後
押
し

す
る
た
め
、
実
需
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
生
産
・
販
売
の
事
業
提
案
、
担
い
手

に
出
向
く
・
出
迎
え
る
活
動
の
支
援
、

営
農
指
導
員
等
の
人
材
育
成
等
、
Ｊ
Ａ

の
取
組
に
応
じ
た
個
別
支
援
を
強
化
し

ま
す
。

3　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
三
重
、
組
合
員
の
持

続
的
な
営
農
を
実
現
す
る
た
め
、
農
畜

産
物
貿
易
交
渉
や
農
協
改
革
、
農
業
振

興
等
の
農
政
問
題
に
関
し
て
、
生
産
現

場
・
組
合
員
の
意
見
・
要
望
を
積
み
上

げ
、
担
い
手
の
確
保
・
支
援
・
経
営
所

得
安
定
対
策
や
日
本
型
直
接
支
払
制
度

の
拡
充
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
等
、

基
本
農
政
を
確
立
す
る
運
動
を
展
開
し

ま
す
。

Ⅱ
連
携
に
よ
る
元
気
な
地
域
づ
く
り
へ
の

貢
献
に
関
す
る
決
議

1　
Ｊ
Ａ
は
、
地
域
に
密
着
し
た
拠
点

で
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
機
能
の
一
翼
を
担

い
、
組
合
員
・
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
事
業
を
展
開
・
伸
長
さ
せ
る
こ

と
で
、
地
域
に
貢
献
し
ま
す
。

2　
Ｊ
Ａ
は
、
Ｊ
Ａ
運
動
を
展
開
す
る
こ

と
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
貢
献
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
組
合
員
組
織
活
動
を
活
性
化

す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
・
地
域
住

民
・
Ｊ
Ａ
が
交
流
で
き
る
食
農
教
育
活

Ⅳ
自
己
改
革
を
支
え
る
経
営
基
盤
の
確
立

に
関
す
る
決
議

1　
Ｊ
Ａ
は
、
安
定
し
た
経
営
基
盤
の
確

立
に
必
要
な
利
益
確
保
の
た
め
、
中
期

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
目
標
利
益
を
設

定
し
、
多
彩
な
農
業
の
拡
大
に
よ
る
営

農
経
済
事
業
の
伸
長
と
す
べ
て
の
事
業

の
効
率
化
に
よ
る
目
標
利
益
の
達
成
に

向
け
、
戦
略
策
定
・
実
践
・
進
捗
管
理

に
取
組
み
ま
す
。 

　
　
ま
た
、
自
己
改
革
の
取
組
施
策
に
つ

い
て
は
、
中
期
計
画
・
事
業
計
画
に
反

映
し
、
着
実
に
実
践
し
ま
す
。 

　
　
連
合
会
・
中
央
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
領
域
を
踏
ま
え
連
携
し
つ
つ
、
Ｊ

Ａ
の
中
期
計
画
策
定
、
実
施
具
体
策
の

提
案
等
、
計
画
達
成
に
向
け
た
総
合
的

な
支
援
を
実
施
し
ま
す
。 

2　
Ｊ
Ａ
は
、
法
令
等
遵
守
の
徹
底
や
よ

り
健
全
性
の
高
い
経
営
を
確
保
す
る
た

め
、「
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
」

を
策
定
し
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
各

部
門
に
お
け
る
内
部
統
制
の
整
備
と
適

切
な
運
用
を
図
る
と
と
も
に
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
強
化
、
内
部
監
査
・
監
事
監
査

の
さ
ら
な
る
機
能
発
揮
に
努
め
ま
す
。 

3　
Ｊ
Ａ
は
、
組
合
員
が
安
心
し
て
農
業

を
続
け
、
生
活
で
き
る
営
農
生
活
基
盤

の
維
持
・
発
展
と
組
合
員
か
ら
信
頼
さ

れ
る
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
・

強
化
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
間
連
携
や
連
合
会

と
の
共
同
事
業
の
実
施
等
の
組
織
整
備

を
進
め
ま
す
。

動
や
観
光
事
業
等
を
活
用
し
た
企
画
を

通
じ
て
、
Ｊ
Ａ
の
理
解
と
フ
ァ
ン
づ
く

り
に
つ
な
が
る
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

3　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
三
重
は
、
地
方
公
共

団
体
や
共
同
組
合
、
農
林
漁
商
工
業
団

体
、
地
域
運
営
組
織
等
、
多
様
な
組
織

と
連
携
し
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解

決
に
取
組
み
ま
す
。

Ⅲ
組
合
員
と
の
関
係
強
化
に
よ
る

　
「
わ
が
Ｊ
Ａ
」
意
識
の
醸
成
と

　
向
上
に
関
す
る
決
議

1　
Ｊ
Ａ
は
、
組
合
員
の
意
見
・
要
望
を

聴
き
応
え
る
取
組
を
基
本
と
し
、
組
合

員
か
ら
評
価
さ
れ
る
事
業
・
活
動
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
の
意
思
反

映
や
運
営
参
画
の
仕
組
み
を
構
築
し
、

正
・
准
組
合
員
数
の
維
持
・
拡
大
に
取

組
み
ま
す
。 

2　
Ｊ
Ａ
は
、
組
合
員
と
日
常
的
に
対
話

し
、
組
合
員
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
行

動
し
、
組
合
員
の
く
ら
し
に
寄
り
添

い
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

職
員
の
人
材
育
成
に
取
組
み
ま
す
。 

　
　
ま
た
、
組
合
員
の
学
び
の
場
づ
く
り

や
次
世
代
組
合
員
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に

取
組
み
ま
す
。 

3　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
三
重
は
、「
食
」

「
農
」「
Ｊ
Ａ
」
が
持
つ
価
値
や
「
Ｊ
Ａ

自
己
改
革
」
の
取
組
実
績
、
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
、
組
合
員
や
地
域
住
民
に

伝
え
る
・
伝
わ
る
広
報
活
動
を
展
開

し
、「
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
」
と

し
て
認
知
さ
れ
、
事
業
利
用
・
活
動
参

加
に
つ
な
が
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

農業者の所得増大

農業生産の拡大 地域の活性化
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短
歌
・
俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー
の
投
稿
は
、最
寄
り
の
支
店
・
出
張
所
窓
口
も
し
く

は
P
11
左
下
の「
の
う
き
ょ
う
す
ず
か
」係
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

寂
し
く
て
も
良
い
思
い
出
を
忘
れ
な
い

さ
よ
な
ら
と
別
れ
た
あ
の
人
今
何
処
に

水
野　

和
子

藤
井
す
ゑ
子

息
子
ら
の
原
木
寄
せ
る
菌
打
ち
か

軒
下
の
あ
め
色
鮮
に
柿
す
だ
れ

裏
山
に
落
ち
行
く
太
陽
日
の
短
か

な
な
か
ま
ど
今
年
最
後
の
登
山
道

北
川
二
三
子

前
川
美
代
子

石
原　

好
子

北
村　

瑛
子

日
の
入
り
の
神
秘
な
ま
で
の
輝
き
に

　
　
　
　
　

来
る
年
の
良
き
事
多
か
れ
と

生
か
さ
れ
て
今
日
も
歩
め
る
幸
せ
よ

　
　
　
　
　

手
押
車
の
お
か
げ
に
な
り
て

お
正
月
子
孫
曾
孫
婿
大
家
族

　
　

カ
ル
タ
を
し
た
り
く
じ
引
き
し
た
り

新
し
い
年
を
迎
え
た
本
年
は

　
　
　
　
　
　
　

天
皇
退
位
で
元
号
変
る

隣
か
ら
声
掛
け
合
っ
て
大
掃
除　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

仲
睦
ま
じ
い
姿
身
に
知
る

霜
月
や
空
は
青
く
は
れ
わ
た
り

　
　
　
　

行
楽
日
和
が
や
っ
て
来
ま
し
た

先
世
の
言
語
や
由
縁
を
継
承
し

　
　
　
　
　

我
れ
生
き
方
の
道
標
と
な
す

鉄
せ
ん
の
延
び
た
る
つ
る
は
し
っ
か
り
と

　
　
　
　

赤
子
の
よ
う
に
支
柱
つ
か
み
て

　
田
中　

紀
雄

　
森
下
き
み
子

　
七
里　

寿
子

　
宮
﨑　

盟

　
松
本　

澄
子

　
伊
藤
登
美
子

　
渡
邉　

嘉
孝

　
川
村　

米
子

みんなのひろば
2019.1月号
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牡牛座 4/20

　～5/20
【全体運】前向きな気持ちになれる月です。やってみたいことがあるなら、積極的に取り組

んでみて。新チャレンジも幸運

【全体運】できる人と比べ、落ち込みやすい傾向がチラリ。「人は人」と割り切って。リフレッ
シュするには神社散策が吉牡羊座 3/21

　～4/19

わが
やのアイドル

わが
やのアイドル

長女   吉乃（よしの）ちゃん（7歳）

　
お父さん　　　　　お母さん

薮田直樹さん・真由美さんの

お 友達とおままごとをして遊ぶことが好きな吉乃ちゃん。学校で
は、長縄跳びで8の字飛びの記録更新目指して練習に励んでい

ます。最近は、書ける漢字も増えてきて、チアダンスのステージデ
ビューも果たし、何事にも一生懸命な頑張り屋さんです。

職を機に農業を始めた田中さん。約40ａの畑で、露地栽培を中心に
出荷しています。「９月の台風で葉物野菜は大きな影響を受けまし

たが、根物野菜は無事に出荷できています。今後は、トウモロコシやスイ
カなど、夏野菜の準備に力を入れていきたいです」と話してくれました。

焼き芋やふかし芋はもちろん、干し芋にしてもおいしいですよ

退

四日市市浮橋
田中正信さん
出荷しているもの
さつまいも

出荷場所：鈴鹿店

わわわわがががが
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おいし
く食べて　　　　今日もスタート！

わが
やのアイドル

わが
やのアイドル

〇写真はお返しできないのでご了承ください。　〇紙面の都合上、掲載できない場合もございますのでご了承ください。

読者の皆様が管内で撮影した写真を投稿
していただいています。管内で撮影した人
物、農産物、風景、ペットの写真などお気に
入りの写真をご応募ください。

読者 の ギ ャラ リ－読者 の ギ ャラ リ－

『菊花繚乱』
鈴鹿市国府町 菊咲爺さん
●猛暑、台風にも負けず
　今年も咲いてくれました。

『お腹いっぱい』
鈴鹿市稲生こがね園 ぴよりんさん
●台所脇のベランダで卵からかえりました。
　日に日に成長していく姿に自然と笑顔がこぼれる毎日です。

投 稿
お待ちして
おります！

撮影した写真を下記の宛先まで送付いただくか、最寄りの支店までお寄せください。
本文に ①氏名（ペンネーム） ②住所 ③電話番号 ④写真のタイトル ⑤写真の簡単な説明（50字以内）を
明記してください。　※メールの場合、件名を「読者のギャラリー」と　して写真を添付し、送信してください。

メール　soumu4@suzuka.jamie.or.jp　
　　　　　　※携帯電話からも送れます。

郵　便　〒513-8650　JA鈴鹿  のうきょうすずか係

今月 の 朝ご飯今月 の 朝ご飯

根菜とミツバのおかゆ 切り干し大根とミツバのおひたし

●米…1/2カップ
●水…3と1/2カップ（7倍量）
●ごま油…大さじ1/2
●ダイコン…1/8本
　（短冊に切り下ゆでする）
●カブ…1個
　（1/8に切り下ゆでする）
●ミツバ…1/2束
●塩…適宜

❶米をとぎ、ざるにあげ20分置い
た後、ごま油を絡めておく。
❷手鍋に水と❶を入れ中火にか
け沸騰したら弱火にしてコトコト
炊いていく。

❸炊いていく途中で、ダイコンとカ
ブを入れ塩で味を調え、刻んだ
ミツバを散らして出来上がり。

材 料 （4人分） 作り方
●切り干し大根…30g
●ミツバ…1束
●かつお節…適宜
●だし汁
　かつおだし…1と1/2カップ
　薄口しょうゆ…大さじ1
　みりん…大さじ1
　塩…小さじ1/2

❶切り干し大根を水で戻し、固く
絞っておく。ミツバは1cm幅に
切る。

❷だし汁を沸かし、切り干し大根
を入れて弱火で10分煮て冷ま
しておく。
❸ボウルに切り干し大根とミツバ
を入れて混ぜ合わせ、器に盛り
だし汁を適量張り、かつお節を
散らして出来上がり。

材 料 （4人分） 作り方

ポイント

炊き上が
りまでの

時間の目
安は

  20～3
0分

みんなのひろば7
2019.1月号 【全体運】勢いがある半面、不注意になりそう。小さな失敗にクヨクヨせず、サッと切り替

えましょう。観劇が良い刺激に

【全体運】物事を邪推しやすく、不要なトラブルを招く原因に。余計な発言は控えるべき。開
運には窓や鏡を磨くと効果大双子座 5/21

　～6/21

蟹　座 6/22
　～7/22

わわわわがががが
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子会社の㈱アグリサービス鈴鹿は11月14日、石
薬師町にある圃場で里芋の収穫を行いました。里
芋の収穫は今年が初めてで、一日で約500㌔収穫
しました。子会社では他にも、学校給食用食材や白
ネギ・白菜など振興作物の栽培を行いながら、耕作
規模を拡大しています。

アグリサービス鈴鹿が
里芋を初収穫

▲ 里芋を収穫する職員

ＪＡ鈴鹿受託者部会と亀山市の農家でつくる亀
の市は、11月14日、学校給食用に新米のコシヒカ
リ420㌔と亀山市産の野菜と粉茶を亀山市の教育
委員会へ寄贈しました。寄贈した食材は、同日の亀
山市の小学校11校と中学校1校の給食約3，300
食に使われ、寄贈式終了後、関係者は児童と一緒に
給食を味わいました。

味わって食べて
亀山市へ給食食材を寄贈

▲ 児童との食事を楽しむ受託者

ＪＡ鈴鹿は11月13日、本店5階大会議室で、ＪＡ
鈴鹿女性部のつどいを開催しました。今年で12回
目の開催となり、管内から約300名の方が参加し
ました。女性部員同士の交流を計ることを目的に
開催し、著名人による講演や、女性部の支部長によ
る活動発表を行いました。

女性部のつどいを開催
親睦深め活動内容を共有

▲ 川村妙慶さんを招いて講演を開きました

11月8日、名古屋マリオットアソシアホテルで
「東海4県ＪＡグループ食と農の大商談会2018が
開催されました。開発した6次産業化商品のＰＲを
通じて、地産地消の取組みや地元農産物の魅力を
発信しました。

地元農産物の魅力をPR
食と農の大商談会に参加しました

▲ 多くの方に魅力を発信しました

2019.1月号
8

【全体運】レジャー運が盛り上がる予感。気の合う仲間たちとにぎやかに過ごして。新年会
などの幹事役は進んで引き受けて吉

【全体運】いつになく神経質になってしまうかも。深刻に受け止めやすいので、気楽に構え
ること。深呼吸でリラックスを獅子座 7/23

　～8/22

乙女座 8/23
　～9/22



ＪＡ鈴鹿、ＪＡ共済連、三重県警察は11月15日、亀
山市立中部中学校で、自転車交通安全教室を開催
しました。自転車に乗る機会の多い中高生に交通
事故防止の意識を高めてもらうために実施してお
り、今年で9回目。当日は、スタントマンによる交通
事故の実演が行われ、注意を呼びかけました。

スタントマンが交通事故を実演
日頃の安全運転を呼びかけました

管内各地で農産物品評会や文化イベントが開催されました。

収穫祭・秋まつりが各地で開催　地元住民で賑わい見せる

ＪＡ鈴鹿女性部は11月15日、本店5階大会議室
で干支の押絵教室を開きました。約20名が参加
し、切り分けたパーツを和紙で包み、来年の干支
「亥」の形になるよう丁寧に台紙に貼りあわせて
いきました。

干支の押絵教室を開催

▲ 講師の指導を受けながら作成しました
▲ 時速40キロで衝突しました

▲ 加太秋まつり

▲ 昼生地区 文化祭・敬老会

▲ 国府地区農芸祭

▲ 加佐登地区農芸祭

2019.1月号
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【全体運】知的好奇心を大切にしたい時期。気になるジャンルについて情報収集を。話題の
映画を見るのもうれしい発見あり

【全体運】思い込みが激しくなる気配。特に伝言ミスをしやすいので、ご用心。また、慣れて
いる作業でも確認を徹底して天秤座 9/23

 ～10/23

蠍　座 10/24
 ～11/22



ＪＡ鈴鹿白ネギ部会は11月22日、西部営農セン
ター2階で白ネギの目揃え会を開きました。当日
は生産者やＪＡ職員、市場関係者ら計41名が参加
し、市場情勢や出荷規格を再確認しました。部会が
生産する白ネギは、県内流通量の約7割のシェア
を占めており、県内最大の産地となっています。

白ネギ出荷本番にむけて目揃え
規格の統一を厳守

▲ 規格を確認する職員と生産者

ＪＡ鈴鹿は11月22日、川崎支店で強盗事件を
想定した防犯訓練と振り込め詐欺を想定した特
殊詐欺ロールプレイングを行いました。職員の
日々の防犯意識の向上や警察との連携強化を目
的に毎年実施しています。訓練は緊迫した空気の
中行われ、有事の際にどう行動すべきか、再度確
認しました。

川崎支店で防犯訓練を実施
適切な行動を再確認

▲ 拳銃を発砲し、手を上げさせる犯人役

11月20日、宮城県にあるＪＡ加美よつばの視察
を受け入れました。当日は、当組合が取組む「農業
所得の増大」、「農業生産の拡大」、「地域の活性
化」に向けた取組みを紹介しました。その後、質疑
応答を行いながら、自己改革の取組みを共有しま
した。

ＪＡ加美よつば（宮城県）視察来訪
自己改革の取組みについて情報共有

11月15日、ＪＡ鈴鹿深伊沢支店で新築工事の
起工式を執り行いました。当日は、ＪＡ役職員・工
事関係者約30名が参加し、工事が無事に行われ
るよう祈願しました。新店舗の竣工は、平成31年
5月頃を予定しています。

深伊沢支店で
起工式を開催しました

▲ 工事の無事を祈りました

2019.1月号
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【全体運】自分に自信が生まれそう。大胆にリーダーシップを発揮しましょう。また、未体験
の世界に飛び込むのも大賛成

【全体運】プライベートの充実に力を入れると、満足感を得られます。興味を持っていた趣
味や習い事を始めるのも正解射手座 11/23

 ～12/21

山羊座 12/22
　～1/19



11月23日、鈴鹿川河川敷で行われた「鈴鹿バ
ルーンフェスティバル2018」で、地元農産物と六
次産業化商品の販売を行いました。当日の気球の
フライトは強風により急遽取止めとなりました
が、大勢の方でにぎわいました。

バルーンフェスで出張販売
地元農産物をＰＲ

11月23日、農業大学生が実習で栽培した野菜
を、果菜彩亀山店で対面販売をしました。農業大
学生は、訪れたお客様に野菜の特徴やおススメの
食べ方等を説明し、販売しました。販売知識や経
験を積むことを目的にカリキュラムの一環として
実施しています。

農業大学生が栽培した野菜を果菜彩で販売
対面形式で食べ方・おいしさ伝える

▶ 地元野菜を
　 PRしました

さつき温泉が設立25周年を迎え、11月24日と
25日の両日、さつき温泉で感謝祭を開催しまし
た。当日は温泉職員総出でお客様をお出迎えし、
来場粗品を一人一人に手渡しました。

地域に愛され25周年
延べ来客数は365万人を突破

ＪＡ鈴鹿加工野菜部会は11月27日、出荷目揃え
会を椿支店2階会議室で開きました。当日は、今後
の出荷スケジュール・出荷規格・集荷方法につい
て確認を行いました。生産した白菜は、3月中旬ま
で漬物会社へ出荷を予定しています。

白菜出荷目揃え会を開催
規格統一・安定出荷目指す

▲ 圃場で規格を確認する部会員
▲ 商品特徴を説明する農業大学生

▲ オープン直後の賑うロビー

11月26日、ＪＡ全農みえ松阪食肉センターで、
枝肉の共励会が開催されました。当日は、県内か
ら79点の枝肉が出品され、なかお畜産が出品し
た和牛が最優秀賞のグランドチャンピオンを受
賞しました。

JA全農みえ冬季肉牛枝肉共励会が開催
最高位賞をなかお畜産が獲得

2019.1月号
11

【全体運】今まで付き合ったことのないタイプと知り合える期間。飲み会には意欲的に参
加して。趣味の集まりにも注目を

【全体運】何かと迷いが生まれやすいもよう。1人で悩まず、信頼できる相手に相談してみ
て。気晴らしには音楽鑑賞が最適水瓶座 1/20

　～2/18

魚　座 2/19
　～3/20
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肥料・農薬の使用方法など
　営農に関するお問い合わせは・・・・アグリホットライン（営農資材センター）☎（0120）920880

2019.1/7月～1/13日
※セール期間は各購買店舗並びに資材センターの営業日および営業時間に準じます。掲載の肥料について引取価格で表示しています。配達については当用配達価格になります。
冬の土づくり応援セール冬の土づくり応援セール資材センター

各資材店舗

●くみあい化成24号

当用店頭価格 ￥1,395のところ

※成分が変更になる
　場合があります。

1,270円（税込）セール
価格

廃棄農薬・農業用使用済みプラスチック等 回収のお知らせ

農業経営の取り組みについて

　JA鈴鹿では組合員の大切な農地を借り受け、学校給食の主要品目のニンジン・ジャガイモ、
振興作物の白ネギ・白菜・カボチャの生産を進めてまいりました。
　本年度からは、子会社「アグリサービス鈴鹿」がその経営を引き継ぎ、学校給食の主要品目
であるニンジン・ジャガイモを始め、産地拡大に取組んでいる白ネギなど11品目の野菜と稲作
を行っています。農地のことでお困りの方は最寄の支店・出張所にご相談ください。

　納屋や倉庫の奥に「有効期限の切れた農薬」「使わなくなって処分に困っている農薬」「ラベルがはがれ、
使い方が分からない農薬」「農業用使用済プラスチック」「紙袋」はありませんか？
　この度、組合員の皆様が処分に困っている農薬、農業用使用済みプラスチック、紙袋を有償ではあります
が低料金で回収し、適正に処分を行いますので、ぜひご利用ください。
　●処分できるのは、当ＪＡで供給した「農業用使用済プラスチック」「紙袋」です。
　●農薬は処理方法・回収経費が異なる為、分類毎に１箱で最高20kg前後の重量単位として箱のふたはし
　　ないでください。
　●水銀農薬、臭素は処理できません。
　当日はマニフェスト制度（産業廃棄物管理票）により、皆様に委任状を頂くこととなりますので、必ず印
鑑をご持参ください。
※上記項目のいずれかに違反した場合には、お持ち帰り願います。
※廃プラ等の処理責任は、排出事業者（農業者）が負うことになっていますので、当ＪＡが交付、管理事務の委任をします
　が、処理責任まで委任するものではありません。

農機レンタルを
ご活用ください！！

　初めてご利用いただく方にも安心してご利用いた
だけるよう、専門のスタッフは親切な説明を心掛
け、農業機械は行き届いたメンテナンスを実施して
います。事前予約が必要となりますので、ご利用を
検討されている方は、お気軽にご連絡ください。

☎059-379-5510整備センター

搬入日時や箱詰め方法など、詳しくは最寄りの支店・出張所まで

冬 の 間 の 土 づくりで 春 夏 野 菜を美 味しく収 穫！冬 の 間 の 土 づくりで 春 夏 野 菜を美 味しく収 穫！

お問い合わせはお近くのＪＡ購買店または資材センターまで　ＴＥＬ：０５９-３７５-６３００

20㎏ ●果菜配合
当用店頭価格 ￥1,141のところ

1,093円（税込）セール
価格

10㎏ ●スーパー醗酵けいふん

当用店頭価格 ￥168のところ

148円（税込）セール
価格

15㎏

2019.1月号
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◉開催日時／平成３１年２月１日金・２日土
◉場　　所／営農・資材センター（鈴鹿市津賀町７２０）

●当　　日　℡０５９-３７５-６３００（営農・資材センター）
●当日以外　℡０５９-３８４-１１００（総務課）お問い合わせ

BIGPARTY
in SUZUKA

2019.2.23 sat

農業者向け婚活イベント ＪＡ鈴鹿協同開催

「春待つ椿の幸せ探し！」
●日　　時：2019年2月23日㈯ 11:30～14:00（受付15分前開始）
●場　　所：椿会館　鈴鹿市山本町1871番地
●募集年齢：Ａグループ　28歳～39歳
　　　　　　Ｂグループ　40歳～49歳（各5名様より催行）

●参 加 費：男性 4,000円　女性 500円
　※パーティーのキャンセル料は、2日前から全額頂きます。
　※カップリングになりましたら、後日お見合いができます。
　　但し、非会員様はご入会が必要です。
　※初回参加の方はパーティー当日顔写真付き身分証をご提示ください。

農 機 ・
自 動 車 ・
生 活 感 謝 祭
農機具の展示販売 特産白ネギや農業大学生の野菜で作った豚汁のふるまいも行います

　トラクター・コンバイ
ン等の農機具や国産自動
車・タイヤをお値打ち価
格で販売します。
　また、アイメン商品・
仏壇・墓石・あんみつガ
ラスの展示や生活用品も
充実した品揃えです。皆
さまのご来場心よりお待
ちしております。

2019

1

N

鈴鹿さつき温泉
庄野
資料館

庄野小学校

イオンモール鈴鹿

鈴鹿享栄学園

鈴鹿川

加佐登駅

JR関
西本
線

営農・資材センター

お問い合わせ・お申込みは
●株式会社ファーレン
　☎052-265-7923
●ＪＡ鈴鹿企画管理課
　☎059-384-1120

2019.1月号
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　タテのカギ、ヨコのカギをヒントにしてクロ
スワードパズルを解いてください。二重マスの
文字をＡ→Eの順に並べてできる言葉は何で
しょうか？正解された方の中から5名様に粗品
を進呈いたします。

〈
ハ
ガ
キ
記
入
例
〉

62 5 1 3 8 6 5 0

Ｊ
Ａ
鈴
鹿

の
う
き
ょ
う
す
ず
か

　
　
　
　
　
　
　

係

●
締
切
１
月
31
日（
木
） 

当
日
消
印
有
効

①
ク
イ
ズ
の
答
え

②
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢

③
一
番
良
か
っ
た
コ
ー
ナ
ー

④
本
誌
へ
の
ご
意
見
・ご
感
想

バンシュウ
山﨑　明美さん（鈴鹿市石薬師町）
長谷川まみさん（　〃　西　　条）
佐藤　愛子さん（　〃　東庄内町）
田中　　希さん（亀山市若 山 町）

山中とみ子さん（　〃　関町水掛）
応募総数71名中上記の5名が当選
しました。おめでとうございます。

9 水
10 木
11 金
12 土

15 火
19 土

22 火
24 木
26 土

皆貯金日
皆貯金日
皆貯金日
無料税務相談会（総合相談センター）
植木市（初市）
果菜彩鈴鹿店 感謝祭
葬儀事前相談会（川崎支店）
年金無料相談会（総合相談センター）
果菜彩稲生店 感謝祭
植木市
無料税務相談会（亀山支店）
果菜彩亀山店 感謝祭

１月

2 土
7 木
9 土

12 火

13 水
14 木
16 土
21 木
22 金
23 土

植木市
無料税務相談会（白子支店）
年金無料相談会（亀山支店）
果菜彩鈴鹿店 感謝祭
皆貯金日
植木市
皆貯金日
皆貯金日
果菜彩稲生店 感謝祭
無料税務相談会（国府支店）
植木市
果菜彩亀山店 感謝祭

２月

JA鈴鹿http://www.ja-suzuka.or.jp

←

タ
テ
の
カ
ギ

①
障
子
よ
り
は
破
れ
に
く
そ
う
な
建
具

③
彼
は
○
○
○
東
西
の
文
学
に
詳
し
い

⑤
素
振
り
中
の
バ
ッ
ト
が
切
る
も
の

⑥
テ
ン
サ
イ
な
ど
か
ら
作
ら
れ
る
調

味
料

⑦
漫
談
家
が
巧
み
な
○
○
○
○
で
場

を
沸
か
せ
た

⑨
カ
キ
や
タ
イ
ラ
ギ
、ト
コ
ブ
シ
な
ど

⑪
○
○
○
考
査
。○
○
○
手
当

⑬
寒
い
日
に
は
氷
が
張
る
こ
と
も

⑮
平
成
31
年
の
十
二
支
は

⑰
闘
鶏
に
使
わ
れ
る
鳥
。漢
字
で
書

く
と
軍
鶏

⑲
農
具
や
収
穫
物
を
入
れ
て
お
く
建
物

⑳
壁
の
○
○
○
か
ら
風
が
吹
き
込
ん
だ

㉑
旅
客
機
に
乗
っ
て
た
め
る
人
も
い

ま
す

↓

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
輪
郭
を
描
い
た
紙
に
目
や
鼻
な
ど

の
パ
ー
ツ
を
並
べ
て
遊
び
ま
す

②
１
、２
、３
や
一
、二
、三
な
ど

③『
春
の
海
』や『
六
段
の
調（
し
ら

べ
）』を
奏
で
る
楽
器

④
小
銭
入
れ
に
入
れ
る
物

⑥
鹿
児
島
産
焼
酎
の
原
料
の
多
く
は

こ
れ

⑧
空
か
ら
ち
ら
ち
ら
と
降
っ
て
き
ま

す
⑩
山
田
太
郎
さ
ん
だ
っ
た
ら
Ｔ
・
Ｙ
+

⑫
怒
る
と
頭
に
生
え
る
か
も

⑭
車
窓
を
流
れ
て
い
く
も
の

⑯
剣
道
で
使
う
武
具

⑱
ご
来
光
を
見
る
た
め
に
登
る
人
も

い
ま
す

貯 金 残 高
貸 出 金 残 高
長期共済保有高
購 買 品 供 給 高
販 売 品 取 扱 高

…
…
…
…
…

4,171億3,751万円
554億4,851万円

6,629億7,333万円
27億7,070万円
46億8,264万円

わたしたちの
ＪＡ

平成30年12月4日現在

　11月13日、第23回 支店運営委員長会議を本店会
議室で行いました。会議では、平成30年度上半期事
業実績や自己改革の取組み状況について報告を行いま
した。会議の中で頂いた要望・意見等は、今後の農協
運営に反映させて頂きます。

第23回
支店運営委員長会議を開催
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